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Summary : Regular dietary habit is essential for a healthy lifestyle. The purpose of the pre-
sent study was to investigate dietary habit in 104 first-year students of Kansai Women’s
College in Department of Dental Hygiene. The subjects were asked to enter time of intake
and type of food on a dietary card for a 1-week period during summer vacation（n＝78 sub-
ject）and the fall term（n＝64 subject）, in order to reveal their dietary habits. Skipping
breakfast occurred more frequently during summer vacation than the fall term, as only 16％
students recorded intake of breakfast, lunch and dinner each day during the study period in
the summer. Our results suggest the importance of instruction regarding the significance of
regular dietary habit for a healthy lifestyle.



































































夏休み期間中（平成 24年 8月 4日から
平成 24年 9月 23日まで）および秋学期中



































































数は 4.9回で、連続 7日間に 7回朝食を摂
取した学生は 78名中 34名（43.6％）、3回
以上朝食を欠食した学生は 78 名中 27 名
（34.6％）であった。また、秋学期中の連
続 7 日間の平均朝食回数は 5.9 回であっ
た。また秋学期中の連続 7日間に 7回朝食





















































刻は 9 : 07、秋学期中の連続 7日間の平均
起床時刻は 7 : 37であり、夏休み期間中の
起床時刻は秋学期中よりも約 1.5時間遅か
った。夏休み期間中の連続 7日間の平均就
寝時刻は 25 : 06、秋学期中の連続 7 日間
の平均就寝時刻は 24 : 42と就寝時刻も夏
休み期間中の方が秋学期中よりも約 0.3時
間遅かった。その結果、夏休み期間中の連



















9 : 07±1 : 32（75）








7 : 37±0 : 53（59）








































刻は 8 : 51、秋学期中のそれは 7 : 40 で、
両者の間には有意な差（ t-検定； P
＜0.001）が認められた。しかし夏休み期
間中の連続 7 日間の平均就寝時刻は 24 :





























8 : 51±1 : 21（50）








7 : 40±0 : 48（50）***
24 : 48±1 : 06（38）
6.76±1.03（38）***
食事回数＝朝食回数＋昼食回数＋夕食回数 *t 検定 p＜0.05

















































































25 : 06、秋学期中は 24 : 42 で、夏休み期
間と秋学期中とでは大きな差はないが、平
均睡眠時間についてみると夏休み期間中は
8.05時間、秋学期中は 6.82 時間と夏休み
期間の方が 1.2時間長い。そのため起床時
刻は夏休み期間中の方が 1.2時間遅い。夏
休み期間中は就寝時刻がやや遅くなるのに
加えて睡眠時間も長くなって起床時刻が遅
くなり、朝食が食べられなくなったものと
思われた。起床時刻の早い秋学期中では朝
食欠食だけでなく、昼食欠食、夕食欠食も
少ない。従って欠食を防止して、規則正し
い食生活を送るためにはまず、起床時刻の
管理が重要と考えられた。
Ⅴ まとめ
本研究では関西女子短期大学歯科衛生学
科 1年生を対象に、夏休み期間中および秋
学期中の食生活を食事カードに記載させ、
食事時間、食事内容および回数、就寝時刻
と起床時刻を調べた。その結果、次のよう
な結論を得た。
1．秋学期中に比べて夏休み期間中は食事
回数が減少するが、特に朝食の欠食が
多くなっていた。
2．夏休み期間中も秋学期中も 3度の食事
を欠食することなく規則正しく摂取し
ている学生は 16％と少なかった。
3．夏休み期間中は秋学期中よりも起床時
刻が遅く、そのため朝食が食べられな
くなったと推測された。
4．欠食を防止して規則正しい食生活を送
るためには、起床時刻の管理が重要と
考えられた。
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